
・竹田阿蘇道路の完成予想ＶＲ
・緑ヶ丘中学校、竹田高校、地域の皆様からのメッセージ
を公開中

こ
の
式
典
は
、
竹
田
阿
蘇
道
路
の
建
設
に
伴
い
、
用

地
を
提
供
頂
い
た
方
々
へ
の
謝
意
を
表
す
る
と
も
に

今
後
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
地
域
の
方
々
に
、
工
事

の
着
手
を
広
く
周
知
さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
工
事
が
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

式
典
前
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

竹
田
市
・
阿
蘇
市
観
光
Ｐ
Ｒ
映
像
と
地
元
メ
ッ
セ
ー
ジ

映
像
が
放
映
さ
れ
、
大
分
県
立
竹
田
高
校
書
道
・
吟

詠
部
の
皆
様
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露

さ
れ
、
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
竹
田
市
長
が
開
式
の
辞
、
藤
巻
九
州
地

方
整
備
局
長
が
式
辞
、
大
分
県
知
事
や
熊
本
県
副
知

事
が
主
催
者
挨
拶
を
行
い
、
地
元
国
会
議
員
等
の

方
々
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
エ
イ
、
エ
イ
、
エ
イ
」
の
掛
け
声
の
も
と
、

工
事
の
安
全
祈
願
し
て
力
強
く
鍬
入
れ
が
行
わ
れ
、

最
後
に
は
、
中
九
州
横
断
道
路
の
整
備
が
ま
す
ま
す

進
ん
で
い
く
こ
と
を
願
っ
て
、
阿
蘇
市
長
の
ご
発
声
の

も
と
、
万
歳(

ブ
ラ
ボ
ー)
三
唱
で
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。

令
和
４
年
12
月
11
日
、
竹
田
市
立
竹
田
小
学
校

体
育
館
に
お
い
て
、
約
２
０
０
名
の
方
々
に
ご
臨

席
い
た
だ
き
中
九
州
横
断
道
路

竹
田
阿
蘇
道
路

の
着
工
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

竹田市長による開式の辞

令和５年１月

TAKETA ASO DOURO TSUSHIN



豊
岡
地
区

松
本
地
区

11
月
21
日

出
前
講
座

試掘調査のイメージ

調査箇所（岩瀬地区）
濁
淵
川
を
横
断
す
る
橋
梁
の

下
部
工
（
Ａ
１
橋
台
・
Ｐ
１
橋
脚
）

を
施
工
し
ま
す
。

地
域
住
民
の
皆
様
に
は
工
事

期
間
中
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

TAKETA ASO DOURO TSUSHIN

岩
瀬
地
区
に
着
手
し
ま
し
た
。

順
次
、
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

中
九
州
横
断
道
路

此
處
か
ら
拡
が
る

九
州
の

未
来

横
断
す
る

道
程
が
紡
ぐ

竹
田
高
校

書
道
吟
詠
部

こ

こ

ひ
ろ

み
ち
の
り

つ
む

き
ゅ
う
し
ゅ
う

み

ら

い

お
う
だ
ん

※

大
分
県
主
催
の
出
前
講
座

に
て
説
明
ᷟ


